
高速道路の整備効果

事例集



高速道路は、沿線地域のヒト、モノ、情報の流れを飛躍的に高め、

地域の生活にゆとりと潤いをもたらし、産業の発展や、まちづくり・地域

おこしなどに貢献しています。

この冊子は、NEXCO東日本が民営化10年という節目を迎えるにあ

たって、民営化以降に公表したものを中心に高速道路がもたらすさま

ざまな整備効果（ストック効果）をとりまとめたものです。

皆さまに、地域社会における高速道路の役割と効果についてご理
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《表紙の写真》

左上：東京湾アクアライン アクアブリッジ

右上：道東自動車道 占冠IC～トマムIC間

左下：北関東自動車道 太田桐生IC～佐野田沼IC間

開通前の高速道路を通行する緊急車両

右下：常磐自動車道

全通開通式（リハーサル）



整備効果事例の対象区間位置図

【P10・18・20】
道東自動車道
夕張～本別・足寄

【P11】
道央自動車道
大沼公園～長万部

【P13】
道央自動車道
輪厚スマートIC

【P8】
秋田自動車道・琴丘能代道路
昭和男鹿半島～八竜

【P4・7】
東北中央自動車道
山形上山～東根

【P5・22】
日本海東北自動車道
新潟空港～荒川胎内

【P12・21・25】
常磐自動車道・仙台東部道路

【P14】
青森自動車道
青森JCT～青森東

【P24】
釜石自動車道
東和～花巻JCT

【P9】
東北自動車道
大衡IC

【P15・17】
富津館山道路

【P19】
東京湾アクアライン

【P3・22】
首都圏中央連絡自動車道
八王子JCT～青梅

【P2・6・16・23】
北関東自動車道
伊勢崎～岩舟JCT
宇都宮上三川～友部

【P13】
関越自動車道
長岡南越路スマートIC
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地域・

農業振興

1

19.0%22.2%

42.9%

■ 北関東道の各ICから半径５ｋｍ以内には高速道路の近接性による集客の期待か
ら大型小売店が多数立地しており、特に群馬県は約４３％が５ｋｍ以内に立地

■ 大型小売店の立地に伴い、地域の雇用、地域経済の活性化に寄与

大
型
小
売
店

北
関
東
自
動
車
道

伊
勢

県全体に占める北関東道IC5㎞圏内の大型小売店舗数の割合

※大規模小売店立地法が施行されたH12年以降の立地企業の内、店舗面積20,000㎡以上のものを集計

日立中央 PA赤城高原 PA

新田

※出典：東洋経済 大型小売店総覧（H26.8）

群馬県 栃木県 茨城県
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の
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パワーモール前橋みなみ（H22.12開業）

笠間 PA

田野 PA

美野里 PA

壬生 PA

上里 PA

藤岡 PA

赤城 PA

太田 PA

都賀西方 PA

出流原 PA

館林IC

駒形IC
高崎IC

前橋IC

赤城IC

藤岡IC

高崎 JCT

岩舟 JCT

友部 JCT

藤岡 JCT

駒寄 PA・SIC

佐野 SA・SIC

友部 SA・SIC

東海 PA・SIC

前橋南IC

波志江 PA・SIC 伊勢崎IC

栃木IC

佐野藤岡IC

栃木都賀 JCT 都賀IC

鹿沼IC

壬生IC

岩間IC

水戸IC

水戸北 SIC

那珂IC

茨城町 JCT
茨城町西IC

茨城町東IC

茨城空港北IC

石岡小美玉 SIC

ひたちなかIC

渋川伊香保IC

日立南太田IC

ひたち海浜公園IC

水戸南IC

宇都宮上三川 IC

駒形IC

前橋南IC

都賀IC

壬生IC

友部 JCT

茨城町 JCT茨城町西IC

茨城町東IC

水戸大洗IC

水戸南IC

足利IC

伊勢崎IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JCT

真岡IC

友部IC

桜川筑西IC

笠間西IC

宇都宮上三川IC

高崎 JCT

ひたちなかIC

波志江 PA・SIC

新田
ショッピングセンター

パワーモール
前橋みなみ

SMARK
伊勢崎

ガーデン前橋

イオンモール
太田 ビバモール

足利堀込店

あしかが
ハーヴェストプレース

ジョイフル本田
宇都宮店

FKDショッピングモール
宇都宮インターパーク店

イオンタウン
水戸南

グランステージ水戸

ジョイフル本田・
ファッションクルーズ

ニューポートひたちなか店

群馬県 栃木県 茨城県

※大規模小売店立地法が施行されたH12年以降の
※立地企業の内、店舗面積20,000㎡以上のものを記載

ベイシア
前橋南モール

ウェルサイトひたちなか

：ICから5㎞圏
：ICから5㎞以内
：ICから5㎞以上

周辺大型小売店
雇用者数合計

１万人以上

開通前 開通後

前橋南IC前橋南IC パワ モ ル

Ｈ20.3.15
開通

Ｈ23.3.19
開通

Ｈ20.3.8
開通

Ｈ22.4.17
開通

Ｈ20.12.20
開通 Ｈ20.4.12

開通

Ｈ19.11.14
開通

部
前橋南IC前橋南IC パワーモール

前橋みなみ

パワーモール前橋みなみの声

平成22年12月にオープンしました。近隣市町からの集客に加えて北
関東道により、広域からの集客が見込まれるため、テナントの誘致に
有利であったことも理由の一つです。
オープンから客数は年々増加しており、大型テナントを誘致できたこ

とでさらに商圏・客層が広がりました。土日には埼玉県や栃木県、さらに長
野県や新潟県からのお客さまにも利用されています。

写真：「 GeoEye， 日本スペースイメージング」および「国土地理院発行基盤地図情報（承認番号 平成21業使 第393号）」

開通日
H23.3.19
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地域・

農業振興

1 ■ 圏央道 日の出ＩＣ周辺への企業立地や大型店舗の進出に伴う雇用機会の創出に
より、日の出町の就業者数は約１．８倍（３,２００人増加）となり、平成２０
年以降、人口も減少傾向から増加傾向に変化

■ 企業進出による固定資産税等の増収を財源とし高齢者医療費支援制度が実現

都
市
の
再
生
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央
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絡
自
動
車

日の出町の活性化 イオンモール日の出
雇用者数

日の出町

335人
14%

隣接市町村

1426人

その他

619人
26%

雇用総数

2380人

1 426人

2,380人

・
地
域
活
性
化
の
支
援

車
道

八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
青
梅

就業者数・人口の増加

H21年12月4日撮影 ※「イオンモール日の出」ヒアリング結果（H24.8)

1426人
60%

■ 三吉野工業団地(38.5ha)
昭和61年11月に都市計画
決定し、平成10年10月まで
に区画整理事業が完了。
平成23年11月現在の立地
率はほぼ100%、78社が操業

■ イオンモール日の出(13.2ha) ※

平成19年11月にオープンした大型ショッピングモール。
約150の専門店とイオンが出店し、駐車場収容台数は3,650台
○ 地域の活性化に寄与

毎日約2～3万人が来場し、約8割が自動車利用
○ 地域の雇用創出に大きく貢献

約2,400人の雇用を創出し、日の出町と隣接市町村住民の
雇用が74％

17,062 
17 000

17,500
（人）

73828000

10000
（人）

■ 「三吉野工業団地」の企業立地や「イオンモール日の出」開業により、日の出町の就業者数が約1.8倍（3,200人増加）
となる。（H2→H22年）

■ 地域活性化でH20年から人口が増加に転じる。

就業者数の推移 日の出町の人口推移

7,382

10,000

8 000
人口増加

1,426人

援

後期高齢者医療制度の自己負担分
75歳時の人間ドック受診費用

■ 税収増加→高齢者支援
「イオンモール日の出」開業による固定資産税等増収分の3.5億
円を財源とし、後期高齢者医療費制度の自己負担分の全額補助
が実現

※日の出町 ヒアリング結果（H24.9）

（平成24年度予算）
1205 1147 1163
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約3.5億増収

※固定資産税等＝
固定資産税＋特別土地保有税+都市計画税

9,780万円
294万円

開通日
H19.6.23

町税の増収を財源とした高齢者医療支援制度の実現
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出典：「国勢調査」総務省 出典：「住民基本台帳人口要覧」総務省
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地域・

農業振興

1 ■ さくらんぼの収穫量は山形県が全国の７割以上を占め、特に東根市は市町村
別で全国第１位

■ 東北中央道の開通後、東京都卸売市場における山形県産さくらんぼの占有率
が拡大

農
産
物
の
流

東
北
中
央
自
動
車
道

山

さくらんぼの収穫量

童

寒河江市
3位(1,940ﾄﾝ)

村山市
4位(1,080ﾄﾝ)河北町

6位(845ﾄﾝ)

東根市
1位(3,600ﾄﾝ)

東 根山形県

通
に
対
す
る
支
援

形
上
山
～
東
根

全国シェア 山形県産さくらんぼの占有率
（東京都中央卸売市場）

収穫量は全国の７割以上

100
開通前 開通後

東
北
中
央
道

天童市
2位(2,140ﾄﾝ)

東北中央道沿線に
さくらんぼの大産地

が集中

山形上山

天 童

山形中央

山形JCT山辺町
8位(308ﾄﾝ)

中山町
9位(201ﾄﾝ)

山形市
5位(900ﾄﾝ)

山形道

宮城県

出典： 山形県統計年鑑（H17）

山形県
76%

その他
24% 52.9 
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51.5 
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）

Ｈ14.9 東北中央道開通

出典：東京都中央卸売市場 市場統計情報

山形県農協（ＪＡ）の声

さくらんぼは時間の経過によりすぐに鮮度が落ちてしまい、また、
荷傷みの影響が大きい果実です。そのため、時間短縮が図れ、かつ一
般道より道路が平坦で荷傷みの影響が小さい東北中央道を利用して搬
送しています。

出典：農林水産統計（H26）

開通日
H14.9.16
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地域・

農業振興

1

新潟県市町村別の畜産
の農業産出額

村上牛（成牛）の出荷
（村上市→新潟空港IC（首都圏））

200 

244 

471 

597 

937 

1,117 

0 500 1,000 1,500

阿賀野市

関川村

新潟市

胎内市

新発田市

村上市

（単位：千万円）

88

49

40

60

80

100

所
要
時
間
（
分

■所要時間の変化（村上市役所→新潟空港ＩＣ）

■ 村上市等の沿線地域では、畜産の農業産出額が県内上位

■ 出荷に日東道を利用することで、牛のストレスや損傷が低減され品質を確保

物
流
の
安
定

日
本
海
東
北
自
動
車
道

村上市役所

中条

荒川胎内

＜出荷ルート＞

開通前（Ｈ11）

当該区間開通後（Ｈ２２） 神林岩船港

Ｈ21.7.18
開通

村上牛（成牛）の出荷経路の変化
（村上市→首都圏）

185 見附市

出典：H18農林水産統計（農林水産省）

村上市を中心に
沿線地域が県内上位

0

20

出典：道路交通センサス

分
）

開通前
（H11)

開通後
（H22)

約39分短縮

10

64

0

20

40

60

80

開通前

（Ｈ11）

開通後

（全線）

（Ｈ22）

信
号
交
差
点
数
（
箇
所
）

開通前
（H11)

開通後
（H22)

約8割減少

出典：NEXCO東日本調べ

■信号交差点数

化
・
効
率
化
の
支
援

新
潟
空
港
～
荒
川
胎
内

新潟亀田

新潟空港

豊栄ＳＡ（スマート）

豊栄新潟東港

新潟中央ＪＣＴ

新潟中央

聖籠新発田

Ｈ14.5.26
開通

Ｈ14.10.20
開通

約８０頭/月出荷（ピーク時）

村上牛の搬送に日東道を利用
（輸送における品質確保）

新潟県農協（ＪＡ）の声

以前は、輸送により牛に“あたり”（ぶつかりによる皮下出血）が発
生し、品質の低下が見られましたが、日東道を利用し、輸送時間の短縮
とともにブレーキ、カーブが少なくなり、牛のストレスや荷傷みが回避
され品質確保につながっています。

開通日
H21.7.18
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企業立地

2

群馬県
栃木県

茨城県

北関東自動車道北関東自動車道

■ 北関東道沿線地域は、高速道路ＩＣ直近の好立地を理由として、工業団地の造
成や企業立地が進行

■ 北関東３県の工場立地件数は、平成１０年以降、全国平均に対し約２倍と大幅
に上回り、また、北関東道の沿線地域では工場や生産拠点を集約する動きが活
発化し、北関東道を軸とした産業集積が進行

北
関
東
道
沿

北
関
東
自
動
車
道

伊
勢

沿線の工業団地

北関東道沿線では

工業団地の造成が
活発化

工業団地（分譲中）

線
地
域
で
進
む
工
業
立

勢
崎
～
岩
舟
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
宇
都
宮
上
三
川
～
友

物流拠点の集約

設備の移動時間短縮や社内ネットワークの強化

による業務効率化

栃木センター

水戸営業所

群馬県 栃木県 茨城県

：集約前の利用倉庫

：新設された物流拠点

：設備の配送先

高崎市内や伊勢崎市に分散していた倉庫を

集約し関東物流センターを新設

※出典：群馬県・栃木県・茨城県HP（H27）

800

900
北関東３県平均（累計）

※立地件数は群馬・栃木・茨城の北関東３県の平均及び全国４７
都道府県の平均の累計値 全線開通

伊勢崎IC～太田桐生IC

佐野田沼IC～岩舟JCT
開通

北関東３県平均（累計）

（件）

工場立地件数の推移
北関東３県は

全国平均の約２倍

冷蔵・冷凍製品の製造・卸し会社の声

H24年に高崎市内に物流拠点を新設しました。北関東道を含む高速
道路網が交差し、交通利便性の良さがこの地を選んだ理由の一つで
す。高崎市内と伊勢崎市にあった倉庫を集約し、業界最大規模の物流
倉庫となっています。

栃木のセンターや水戸の営業所に設備を送る際に、北関東道を利用してお
り、今まで2時間以上かかっていたものが1時間ほどに短縮され、業務効率
化につながっています。

立
地

部

開通日
H23.3.19

‐

100

200

300

400

500

600

700

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

全国４７都道府県平均（累計）
伊勢崎IC 太田桐生IC

宇都宮上三川IC～笠間西IC
開通

全国47都道府県平均（累計）

笠間西IC～友部IC
開通

0

※出典：工場立地動向調査（経済産業省）
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企業立地

2
■ 東根ＩＣ周辺の工業団地にハイテク企業が数多く操業

■ 東根市の製造品出荷額は県内第２位で、東北中央道開通後の出荷額の伸びも顕
著（平成１１年と比較して約1.６倍）

地
域
開
発
（

東
北
中
央
自
動
車
道

山

東北中央道沿線の工業団地

天 童

東 根

東根市 縄目工業団地
8.9ha 分譲率100％

山形臨空工業団地
50.7ha 分譲率100％

東根大森工業団地

250
％

東
根
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
工
業

山
形
上
山
～
東
根

製造業の出荷額の推移（伸率）

山形上山

山形JCT

山形中央

出典：工業団地数・面積・分譲率（東根市HP）

（テクノタウン大森）
109.1ha 分譲率100％

大森西工業団地
14.2ha 分譲率93％

東根市の製造業の
出荷額（Ｈ25）

0

50

100

150

200

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

東根市

山形県

全国

業
団
地
）

出典：経済産業省 工業統計調査

東根市の工業団地の声

東根にある本社・工場と水戸工場との移動の際に、東北中央道を利
用しています。高速道路は移動時間が把握しやすいので、予定や計
画が立てやすく便利です。（東根市の工業団地企業）

開通前 開通後

Ｈ14.9 東北中央道開通

出荷額（Ｈ25）
3,809億円

（県内第2位）
Ｈ11の約1.6倍

開通日
H14.9.16
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企業立地

2
■ 当該区間の周辺には、能代工業団地（能代市内）、昭和工業団地（潟上市内）

が立地

■ 当該区間の開通後は、企業進出が進み、周辺工業団地の分譲率が増加傾向

物
流
効
率
化

秋
田
自
動
車
道
・
琴
丘
能

工業団地の立地状況

能代工業団地
（能代市内）

琴丘森岳

五城目八郎潟

八竜

能代南

Ｈ14.3.30
開通

Ｈ14.9.28

47%

50%

50%

53%

の
支
援
（
企
業
進
出
）

能
代
道
路

昭
和
男
鹿
半
島
～
八
竜

周辺工業団地の分譲率

出典：秋田県HP 秋田県産業団地ガイド （H26.7現在）

昭和工業団地
（潟上市内）

河辺JCT

秋田中央

昭和男鹿半島

Ｈ14.9.28
開通

秋田道・琴丘能代
道路開通（H14）

40%
41% 41% 41% 41%

42%
43%

44%

46% 46%
47%

35%

38%

41%

44%

47%

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H26

）

秋田県企業誘致関係者の声

秋田道、琴丘能代道路の開通前後で企業の進出件数が増加していま
す。高速道路の整備によって物流拠点から市場（取引先）もしくは物
流拠点間の時間短縮により、企業における当該地域の魅力が向上して
いると思われます。

出典：秋田県

【秋田自動車道・琴丘能代道路周辺】 能代工業団地と昭和工業団地の合算値

周辺工業団地
の分譲率が増
加傾向

0％

開通日
H14.9.28
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企業立地

2

4,025

4,690
5,034

300

350

4,000

5,000

6,000

（億円） （ｈａ）

■ 地域活性化ＩＣやスマートＩＣ等の活用により、高速道路の利用促進を図ると
ともに、地域の活性化にも寄与

■ 東北道 大衡ＩＣ(地域活性化ＩＣ)の周辺町村では、平成22年のＩＣ供用開始
後、製造品出荷額等及び分譲面積が大幅に増加し、地域経済の活性化に寄与

沿
線
の
企
業

東
北
自
動
車
道

大
衡
Ｉ

位置図 製造品出荷額等及び分譲面積の推移

Ｈ22.12.18
大衡IC供用開始

※製造品出荷額等、分譲面積は大衡ＩＣ周辺町村（黒川郡大和町と同郡大衡村）の合計
製造品出荷額等の出典：経済産業省「工業統計調査」

1,793 1,824

150

200

250

0

1,000

2,000

3,000

H21 H22 H23 H24 H25

製造品出荷額等 分譲面積

立
地
の
増
加

Ｉ
Ｃ

ＩＣ周辺の工業団地で製造された
自動車を出荷するキャリアカー

自動車工場

大衡ＩＣ周辺の航空写真
※Ｈ22.11撮影

分譲面積の出典：みやぎ企業立地ガイド（WEB版）H26.6.1現在

Ｈ23.１に出荷開始

第一仙台北部
中核工業団地

至 青森方面

大衡ＩＣ

至 仙台方面

東北自動車道

第二仙台北部
中核工業団地

供用日
H22.12.18
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観光振興

3
■ 道央圏と道東圏が道東道により直結し、観光ツアー客数が増加

■ 道東を代表するイベントである池田町ワイン祭りは、道東道直結後の平成24年
に初めて前売券が完売して以来、毎年完売となり好調な入込客数を維持

道
央
方
面
か

道
東
自
動
車
道

夕
張
～

100 102

179

249

0

50

100

150

200

250

300

Ｈ22.7 Ｈ23.7 Ｈ24.7 Ｈ25.7

（％） 【トマム】

100 97
104 113

0

30

60

90

120

150

Ｈ22.7 Ｈ23.7 Ｈ24.7 Ｈ25.7

（％） 【帯広市内】

宿泊客数が３年前（H22）の

直結
直結

旅行代理店Ａ社が取り扱った開通前後における
道外からの観光ツアー客数（宿泊客数）の変化

ら
の
観
光
ツ
ア
ー
客
が

～
本
別
・
足
寄

開通以降の前売り券

○池田町ワイン祭りツアーチラシ

ワイン祭りの入込客数の増加
（前売券販売数）

池田町
秋のワインまつり

会場

※旅行代理店A社団体観光ツアー実績値

（宿泊）を もとに作成

（H22～H25の各年における観光シーズンである7月の比較）

※H22.7の観光ツアー客数を100%として算出

トマム

宿泊客数が３年前（H22）の
約２．５倍に増加

帯広
市内

Ｈ7.10.30
開通

Ｈ23.10.29
開通

Ｈ15.6.8
開通

Ｈ21.10.24
開通

Ｈ19.10.21

開通

Ｈ15.6.8
開通

4,100
4,300

5,000 5,000 5,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

が
増
加

H23.10
夕張IC～占冠IC間開通

（年）

（人） （5000枚発行）が完売

地域の声＜旅行代理店職員＞

道東方面と新千歳空港とのアクセスが向上したことにより、道東観
光の入込客数が増加しているだけにとどまらず、定番で人気のある
道外観光客ツアー全体のさらなる観光入込増といった相乗効果が現
れています。

池田ワイン城

出典：池田町産業振興課
池田町観光協会 ＨＰ（H26）

開通日
H23.10.29
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観光振興

3
■ 道央道延伸後、大沼公園IC周辺の宿泊施設における宿泊者数が増加。遠方から

の宿泊者数増加が一因

■ 道南の観光中心地である函館市の観光施設、道央道沿線の大沼国定公園や八雲
町の噴火湾パノラマパーク等では、道央道延伸後に観光入込客数が増加

地
域
の
観
光

道
央
自
動
車
道

大
沼
公

主な観光地の観光入込客数の変化

42

50

57

40

45

50

55

60
（千人）

36％増

噴火湾パノラマパーク

H25.11.9（土）
北海道新聞
朝刊

活
性
化

公
園
～
長
万
部

30

35

H23 H24 H25

0

730 

760 

710

730

750

770
（千人） 五稜郭タワー

939 
1,061 

1,398 

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H23 H24 H25

（千人）

0

49％増

大沼国定公園

Ｈ24.11.10
開通

Ｈ23.11.26
開通

Ｈ21.10.10
開通

Ｈ18.11.18
開通

Ｈ13.11.19
開通

出典：噴火湾パノラマパーク；北海道渡島総合振興局函館建設管理部，
大沼国定公園；七飯町役場，その他の箇所；函館市役所

128 

144 

157 

60

80

100

120

140

160

180

H23 H24 H25

（千人）

0

23％増

元町エリア（旧函館区公会堂）

670 

610

630

650

670

690

H23 H24 H25

0

13％増

1,100 

1,310 

1,520 

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

H23 H24 H25

（千人）

0

38％増

函館山ロープウェイ

開通日
H24.11.10
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観光振興

3
■ 山元いちご農園は、震災後の平成２４年３月にオープン

■ 常磐道の全線開通後には、「いちご狩りシーズン」の来客数が約２倍に増加す
るとともに、新規雇用の増加など、地域の雇用にも貢献

い
ち
ご
狩
り

常
磐
自
動
車
道

宮城県亘理・山元
地区は東北一のい
ちご産地。
しかし、平成23

年３月11日に発生
した東日本大震災
によって、約95％
が壊滅的被害を受

被災した「いちご園」

2
6
.1

2.
6

開
通

H
2
1.

9.
12

開
通

H26.12.6オープン

山元地区 

位置図

H21.9.12
開通

H26.12.6
開通

地域の主要産業の「いちご狩り」を支援

支
援

が壊滅的被害を受
けた。

出典：宮城県
H
2

H
26

.1
2
.6

開
通

H
2
7.

3.
1

開
通

H
2
4.

4.
8

開
通

H27.2.21オープン

1,500

8,300

26,000

51,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H24年シーズン

(H23.6～H24.5)

H25年シーズン

(H24.6～H25.5)

H26年シーズン

(H25.6～H26.5)

H27年シーズン

(H26.6～H27.5)

山元いちご農園のいちご狩り来客者数の推移

H27.3.1

全線開通

東日本

大震災

H24.4

開通

南相馬～相馬

H26.12

開通

浪江～南相馬

相馬～山元

来客者数

（人）

52,000

※シーズンの単位は、いちご農園の決算期間

H24.4
開通

南相馬～相馬

東日本
大震災

H26.12
開通

浪江～南相馬
相馬～山元

H27.3.1
全線開通

山元いちご農園のいちご狩り来客者数の推移

開通

H24.4.8
開通

H26.12.6
開通

H27.3.1
開通

4 7 11
17 20

15,000 

16,000 

17,000 

18,000 

19,000 

20,000 

21,000 

22,000 

23,000 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H23年設立 H24年 H25年 H26年 H27年

山元いちご農園の従業員数の推移

役員・社員 施設規模

従業員数
（人）

施設規模
（㎡）

※従業員数は、毎年5月期の人数

開通日
H27.3.1

施設規模
17,000㎡

施設規模
21,000㎡

H24.4
開通

南相馬～相馬

H26.12
開通

浪江～南相馬
相馬～山元

H27.3.1
全線開通
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観光振興

3
■ 輪厚スマートＩＣ開通により、高速ＩＣ10分圏内のゴルフ場及び宿泊施設数は

2.5倍に拡大し、バス事業者からも利便性向上を実感する意見

■ 長岡南越路スマートＩＣの整備により、目的地への経路選択の幅が広がり、よ
り柔軟な経路選択や需要の分散に寄与

ス
マ
ー
ト
Ｉ

関
越
自
動
車
道

長
岡
南

北広島市を訪れる観光客の75％が
ゴルフ場及び宿泊施設を利用

▼ 輪厚スマートＩＣ10分圏内の観光施設等

観光施設へのアクセス性が向上

高速ＩＣ10分圏内のゴルフ場と宿泊施設数

開通前

開通後
（出典：H25北広島市観光情報）

10

４
２ . ５ 倍 に 拡 大

道
央
自
動
車
道

輪
厚
ス

：開通前 10 分圏内 

：開通後 10 分圏拡大施設 

札幌リージェント 

ＧＣ 

Ｃ
利
活
用
に
よ
る
観
光

南
越
路
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

イベント時における交通の分散化

バス事業者からの声

新千歳空港や札幌市
内宿泊施設から高速
道路を利用し、北広
島市周辺のゴルフ場

に行く際に、輪厚スマート
ＩＣを利用しています。
早く到着できるようにな
り、便利になっています。

関越道 長岡南越路スマートICの周辺には、全国でも著名な花火大会の会場が立地
スマートICの供用後はイベント時における交通の分散化に寄与

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ 輪厚スマートＩＣ

（H21.6.29供用）

：開通前10分圏内

：開通後10分圏拡大施設

53,100 53,400

11,60011,600
10,500

64,700
75,500

0

1 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

7 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

9 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H21（整備前） H27（整備後）

⻑岡 ⻑岡南越路    ⼩千⾕

（台/2⽇間） ⻑岡   （8/2~3） 出⼊交通量

+ 300

▼1,100

37,000 34,500

8,100
14,400

11,600

51,400 54,200

0

1 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

7 0 , 0 0 0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H21（整備前） H26（整備後）

⻑岡 ⻑岡南越路    ⼩千⾕

⽚⾙まつり（9/9~10） 出⼊交通量

▼2,500

▼2,800

（台/2⽇間）

光
促
進

H21.9.24

供用日
H21.6.29

スマ トICの供用後はイベント時における交通の分散化に寄与

長岡まつり大花火大会 片貝まつり

それぞれ、約1万台のご利用がありました！

長岡南越路スマートＩＣ

長岡北スマートIC(事業中)

※ 出典：NEXCO東日本調べ（H27.8時点）
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医療貢献

4
■ 青森道整備により、青森県立中央病院へ６０分※で到達可能な人口が約３１万人

増加するなど、県西部地域の救急医療環境を大幅に改善

■ 青森道開通とともに高度医療施設へのアクセス向上のため、平成16年に救急車
専用の退出路を整備（平成16年～平成26年の年平均利用実績は約170回）

救
急
医
療
環

青
森
自
動
車
道

青
森
Ｊ

第三次医療機関の60分圏域拡大

青森県立中央病院

境
の
大
幅
な
改
善

Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
青
森
東

出典：国土交通省青森河川国道資料

（注） 役場を起点とした距離で算定

青森道の整備により

６０分到達圏に約３１万人が増加

救急車退出路の設置によるアクセス強化

県立中央病院

救急車退出路

＜凡例＞

渋滞ポイント
搬送経路

従来の経路

※ 治療開始までの「６０分」は高い生存率を確保できる
「ゴールデンアワー」と呼ばれており、救急医療では重要な
時間帯とされている。

23分短縮

救急車退出路

開通日
H15.9.28

五所川原地区消防本部からの声

救急車退出路完成後は、スムーズな救急搬送が可能となり、患者に
優しく救急隊員のストレスも軽減されるなど、地域住民の生命をつ
なぐ大切な道路です。

年平均で約１７０回の利用実績
（対象期間：H16の整備以降H26まで）

（H16.10.14整備）

- 14 -



医療貢献

4

富
津
館
山
道
路

■ 富津館山道路の開通により、第三次救急医療機関である「君津中央病院」に
６０分で到達可能な人口が約８万人増加するなど、沿線地域の救急医療環境を
大幅に改善

第三次医療機関の60分圏域拡大

君津中央病院

富津中央

君津PA

君津

木更津南JCT
木更津南

木更津JCT

君津中央病院への６０分圏内人口

富津館山道路開通前（H11） 約69万人

富津館山道路・館山道開通後（H1９）約77万人

安
全
で
安
心

出典 H12、H17国勢調査及び
H11、H17道路交通センサス

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田
鋸南富山

富浦

Ｈ16.5.29
開通

Ｈ11.3.27
開通

安房郡市広域消防本部の富津館山道路利用搬送件数

100

120

約３倍増加

・救急搬送のうち年間１００件程度は富津館山道路を利用。
・Ｈ16に比べ約３倍に増加。

で
き
る
暮
ら
し
の
確
保

沿線消防関係者の声

富津館山道路の開通により搬送する病院の選択肢が広がりました。
（安房郡市広域消防本部）
高速道路の場合、走行中の救急車内での応急手当てがしやすいメ

リットがあります。（富津市消防本部）
一般道は狭隘でカーブが多いことから、患者・同伴者によっては車酔いす

ることがあります。高速道路であれば安定した状態での搬送が可能です。
（君津市消防本部）

出典：安房郡市広域消防本部資料

31
48

69
84

100

0

20

40

60

80

H16 H17 H18 H19 H20

（

搬
送
人
数
）

約３倍増加

保

開通日
H16.5.29

（
搬
送
件
数

）
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交通

円滑化

5
■ 北関東道の開通により、北関東道と東北道による関越道の迂回路が形成

■ 関越道渋滞時には、北関東道・東北道ルートが関越道ルートに比べ最大70分所
要時間が短縮

■ 平成25年GW期間において、経路選択が可能となるよう、標識車による所要時
間案内を実施した結果、過去の同時期に比べ、東北道ルートの分担率が増加

迂
回
路
機
能

北
関
東
自
動
車
道

伊
勢

関越道 新潟方面から都心方面へのルート概要

※1

H25GWでは、標識車により

所要時間を案内。関越道の

渋滞緩和にもつながる。

の
発
揮

勢
崎
～
岩
舟
Ｊ
Ｃ
Ｔ

※1

【Ｈ２４ＧＷ期間における所要時間（ピーク時※2）】

交互表示

関越道・東北道ルート※3の分担率

87.5 12.5 
4月29日

(日･祝)

4月30日

N= 1,538台/日

N 2 256台/

Ｈ24・GW

■ 関越道ルート

分担率（％）

※1：通行料金は高崎ＩＣから川口ＪＣＴで計算。また、料金は開通当時のもの（現在と異なる）
※2：関越道ルートの所要時間が最大の時間帯

※3：関越道ルート：駒寄ＰＡ～水上→関越道→外環道
東北道ルート：駒寄ＰＡ～水上→関越道→北関東道→東北道→浦和ＴＢ

88.1 

81.5 

88.7 

73.9 

85.2 

11.9 

18.5 

11.3 

26.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月28日

(日)

4月29日

(月･祝)

5月4日

(土･祝)

5月5日

(日･祝)

5月6日

(月･祝)

N= 1,880台/日

N= 2,246台/日

N= 2,130台/日

N= 2,808台/日

N= 2,041台/日

85.3 

94.3 

85.4 

87.4 

14.7 

5.7 

14.6 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月30日

(月･祝)

5月4日

(金･祝)

5月5日

(土･祝)

5月6日

(日･祝)

N= 2,256台/日

N= 1,959台/日

N= 2,474台/日

N= 2,028台/日

標識車による所要時間案内により東北道ルート分担率が増加

■ 東北道ルート

Ｈ25・GW

■ 関越道ルート

■ 東北道ルート

開通日
H23.3.19

- 16 -



交通

円滑化

5
■ 国道１２７号は狭小トンネルや急カーブが点在し、観光シーズンの混雑時に

は、交通集中により市部交差点等で最大約２．５ｋｍの渋滞が発生

■ 富津館山道路の開通により、国道１２７号の交差点部の渋滞がほぼ解消し、竹
岡駅～南房総市役所間の所要時間が約２５分短縮

渋
滞
の
解
消

富
津
館
山
道
路

（富津市）竹岡駅

富津竹岡

富津中央

国道127号に点在する

狭小トンネルが速度低下の原因

（写真：国道127号南ヶ谷トンネル）
富津市

富津館山道路周辺ルートの概要

南房総市役所

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

＜アクセスルート＞

当該区間開通前(H9)

当該区間開通後(H17)

南ヶ谷トンネル

127

鋸南市

南房総市

市部交差点

Ｈ16.5.29
開通

Ｈ11.3.27
開通

観光シーズンの所要時間の変化
（竹岡駅～南房総市役所間）

開通に伴いH16.7に渋滞はほぼ解消

市部交差点

0 20 40 60 80 100（分）

約35分

約85分

富津館山道路利用
約50分短縮

約60分

開通前
H16.3.14
（日曜日）

Ｒ１２７利用（富津館山道路開通前）

Ｒ１２７利用（富津館山道路開通後）

開通後
H16.7.4

（日曜日）

約25分短縮

（29％短縮）

（59％短縮）

測定方法：国土交通省 実測調査

開通日
H16.5.29

至　木更津至　木更津

至　館山至　館山

Ｈ16．3

Ｈ16．7

Ｈ16．3

Ｈ16．7

2550ｍ

90ｍ

1000ｍ

120ｍ

渋滞の解消
（国道127号市部交差点）

- 17 -



公共交通

支援

6

Ｈ27.４
1往復(夜行便)

H27.3.29開通
L=26.0km Ｈ27.４

4往復(昼行便)
白糠IC

池田IC

本別IC浦幌IC

■ 札幌～帯広間の都市間バスの運行時間が３０分短縮し、かつ１日３往復増便
（計１０往復）

■ 札幌～釧路間は所要時間が５５分短縮、かつ２往復増便の４往復となり乗降客
数が大きく増加し、圏域間の交流が促進

高
速
バ
ス
の

道
東
自
動
車
道

夕
張
～

札幌駅前バスターミナル・
札幌ターミナル

札幌～帯広・釧路間の運行ルートの変化

釧路駅前ターミナル帯広駅
バスターミナル

2 2

（H25.8） （H27.4）

ポテトライナー
（札幌ﾀｰﾐﾅﾙ～帯広駅）

スターライトくしろ号・
釧路特急ニュースター号
（札幌ﾀｰﾐﾅﾙ～釧路駅）

開通前
（H23.5）

開通後

７往復

２往復

１０往復

４往復 ５往復

利
便
性
向
上

～
本
別
・
足
寄

出典：各バス運行会社の時刻表を基に作成

出典：各バス運行会社ＨＰ
240

210

160

180

200

220

240

260

開通前 開通後

（分）

30分
短縮

0

都市間バス（札幌～帯広間）
乗降客の伸び率

ポテトライナーの
所要時間の変化

スターライトくしろ号の
所要時間の変化

出典：バス時刻表を基に作成

※昼行便4本は道東道経由、夜行便1本は国道38号線（音別駅前）経由

（H23.5） （H25.8）

ポテトライナー
（都市間バス）

※Ｈ21を1.0とした各年度の伸び率。
各年度は、上半期（４月～９月）の合計値の比較。

※札幌～帯広間を運行する都市間バス（ポテトライナー）の乗降客数

1.0 
1.1 

1.2 

1.7 

1.9 
2.1 

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

375

335

320 

280

310

340

370

400

開通前

（H23.5）

開通後

（H25.8）

H27.4

（分）

出典：バス時刻表を基に作成

40分
短縮

0

H23.10
夕張IC～占冠IC間

開通

H21.10
占冠IC～トマムIC間

開通

（年度）

出典：バス運行会社

地域の声＜都市間バス運行会社職員＞

道東道の延伸に伴いこれまでも利用者サービスの向上を図って参り
ましたが、平成２３年秋の開通を機に時刻表の見直し、運行便数の
増便など大幅な改善を行いました。この結果、乗降客数が大幅に増
加しました。

開通日
H23.10.29

15分
短縮

開通後

（H27.4）
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公共交通

支援

6

182
182

223

264
293

312
334

365
400

414
416

419
442

458
469

476

1617171717
20

222323
30

40

50

60

300

400

500

600
路線数便数(便/日)

便数合計（往復）

路線数合計

■ アクアライン開通当初、東京都・神奈川県と千葉県を結ぶアクアライン経由の
高速バスが4路線開業

■ その後高速バスの利便性が評価され、平成2７年７月現在では17路線で１日当
たり4７６便に拡大

■ アクアラインによって東京・神奈川方面が通勤圏になったため、低廉良質な住
宅を求めて木更津地域へ移住する方々が増加

高
速
バ
ス
路

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

主要バス発着地点の拡大 高速バスの便数の推移

新宿

町田
川崎

品川

東京

羽田空港

横浜

木更津
アウトレット

蘇我

五井
東金

大網

茂原

君津

木更津

98

100

102

104

106

108

指
数

木更津市

全国

アクアライン開通

アクアライン割引開始
(ETC普通車割引料金800円)

※

121

156
182

4
6

9 9
131414

151516
17171717

0

10

20

0

100

200

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

※H27年度は、H27年7月現在

※便数は1日当り、片側多い方で集計

線
拡
充
に
よ
る
利
便
性

出典：「高速バス時刻表」 （(株)交通新聞社) 出典：NEXCO東日本調べ

御宿

勝浦

安房鴨川

H10開通当初の路線
H27.7現在 増加路線館山

木更津市の人口

96

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

※ 木更津市の人口は４月１日現在、全国はＨ25まで3月31日現在、Ｈ26以降は各年1月1日現在 全国の人口は外国人を含まない

指数：H9の人口を100とした各年の比率 出典：住民基本台帳

性
の
向
上

開通日
H9.12.18 1,453名

330名
298名

1,106名

1.7%

0.9% 0.5%
3% 千葉県 東京都

神奈川県 その他

茨城県 栃木県

群馬県 埼玉県

年間総数=3402名

千葉県

東京都
神奈川県

その他

茨城県
栃木県 群馬県 埼玉県

木更津市への転入者数

定住促進の雑誌編集者の声

高速バスの便数が増
えたことで、アクアラ
インの利便性が知られ
るようになりました。

このことが木更津地域へ移住
する決め手の１つとなって、
人口増加につながっていると
思います。

約2割が東京・
神奈川方面より転入

年間総数=3,402名

- 19 -

出典：木更津市役所（H25）



安全・安心

7
■ 難所である日勝峠を回避可能

■ 道東道を利用することにより、夕張～十勝清水間の霧による視程障害日数が
100日間から7日間と大幅に減少

気
象
条
件
の

道
東
自
動
車
道

夕
張
～

道東道（夕張～十勝清水）と一般国道274号との標高比較

■日勝峠の現状

厳
し
い
峠
を
回
避

～
十
勝
清
水

日勝峠

※写真：北海道開発局より提供

R800～

R10,000

[65箇所]

R500～

R800

[52箇所]

R500～R800

[1箇所]

R300～R500

[39箇所]

R200～

R300

[85箇所]

R200未満

[103箇所]

0 50 100 150 200 250 300

一般国道

274号

道東道

3％未満
[51.5km]

3％未満

[64.1km]

3％～4％

[11.0km]

3％～4％

[17.6km]

4％～5％

[11.8km]

5％～6％

[17.8km]

6％以上

[13.8km]

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

一般国道

274号

道東道

（km） （箇所）

縦断勾配 平面線形

開通日
H23.10.29

道東道（夕張～十勝清水）と一般国道274号との線形比較

※H20.5～H21.5（実績）

3％未満

- 20 -



安全・安心

7

ダ
ブ
ル
ネ
ッ

常
磐
自
動
車
道

■■ 緊急・災害時における代替ルート機能を構築（東京⇔仙台間のルート選択が
４通り⇒８通りに）

■ 特に常磐道は、東北道と比べて降雪が少なく、冬期の安定的な交通確保に貢献
できるものと期待

■ 今後東北道で予定されている大規模更新・修繕工事の交通影響軽減にも寄与

常磐道と東北道によるダブルネット
ワーク形成による安定的な交通確保

東北道の除雪状況

ト
ワ
ー
ク

常磐道が通過する地域の降雪日数は東北道が通過する地域の約３分の１

約1/3 約1/7 約1/26

気象データ：福島気象台Ｈ17～Ｈ26。但し、小名浜はＨ17～Ｈ20（Ｈ21以降計測なし）

東北道（福島市）・常磐道（いわき市小名浜）の降雪状況の比較

常磐自動車道開通セレモニー

開通日
H27.3.1

- 21 -



防災・

維持管理

8
■ 東日本大震災直後、日東道の大型車交通量は１４４％に増加

■ 日本海側の物流網が、太平洋側の代替ルートと復興支援物資を運ぶための緊急
輸送路として機能

■ 東日本大震災直後、東名ルートの大型車交通量は８９％に減少し、内陸に位置
する圏央道は１１２％に増加

■ 圏央道が、東北地方と首都圏・西日本をつなぐ災害時の代替路として機能災
害
時
の
代

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

東日本大震災直後の大型車交通量の変化

震災前後の増減率
：120％以上
：110％以上、120％未満
：100％以上、110％未満
： 90％以上、100％未満
： 80％以上、 90％未満
： 80％未満

※ 震災前の交通量はH23.3.7（月）～10（木）
※ 震災後の交通量はH23.3.14（月）～17（木）
※ 交通量はIC間毎の交通量をJCT間で加重平均したもの

圏央道
１１２％

日
本
海
東
北
自
動
車
道

替
機
能
の
確
保

車
道

八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
青
梅

出典： 高速道路のあり方検討有識者委員会資料

東名高速
８９％

：一般車は通行止
※山形道の村田JCT～笹谷ICは全車通行止

：3/14～15は一般車は通行止、3/16～一般開放

日東道
１４４％

新
潟
空
港
～
荒
川
胎
内

日東道（聖籠新発田～中条間）の交通量の変化

開通日
H21.7.18

H19.6.23
新潟亀田

新潟中央JCT

新潟西

Ｈ14.5.26
開通

Ｈ21.7.18
開通

Ｈ14.10.20
開通

荒川胎内

中条

新潟空港

豊栄新潟東港

豊栄ＳＡ（スマート）

聖籠新発田

出典： NEXCO東日本調べ（交通量データ）

東日本大震災前： H23.3.7 （月）～10（木）の日平均交通量
東日本大震災後： H23.3.14（月）～17（木）の日平均交通量

161 183

47
65

208
248

小型車 大型車

約1.2倍

約1.4倍

約1.1倍

（百台/日）

東日本大震災前 東日本大震災後

400

300

200

100

0
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■ 東日本大震災では、平成23年３月19日の開通に向け建設中であった太田桐生

～佐野田沼間を、被災地での迅速な救援活動を支援する目的で、発災から約13
時間後にあたる３月12日午前４時から緊急車両や復興支援車両に限定し交通開
放を実施

■ 開通までの７日間で自衛隊、緊急輸送指定車両、警察車両など約２,４００台が
利用

東
日
本
大
震

北
関
東
自
動
車
道

伊
勢

開通前の北関東道を通行する陸上自衛隊車両（太田桐生IC）

災
の
迅
速
な
救
援
活
動

勢
崎
～
岩
舟
Ｊ
Ｃ
Ｔ

宮城県

陸上自衛隊第10師団の移動経路

愛知県

船岡駐屯地 着 （宮城県柴田郡）
3月12日 15：00頃

福島駐屯地 発 （福島県福島市）
3月12日 13：00頃

新町駐屯地 発 （群馬県高崎市）
3月12日 7：30頃

守山駐屯地 発
（愛知県名古屋市）
3月11日 23：00頃

開通前緊急車両

通行区間

Ｈ23.3.11に派遣された

自衛隊員・車両台数

自衛隊員 約1,900名

自衛隊車両 約650両

※移動経路は、陸上自衛隊第１０師団から提供された情報をもとに作成

※派遣された自衛隊員・車両台数は、愛知県内・滋賀県内・滋賀県内の

陸上自衛隊第１０師団の声

震災時、開通前の北関東道を利
用し、被災地へ向かいました。
新町駐屯地に到着後、北関東道

の通行が可能との連絡を受け、
ルートを変更し、北関東道を利用しま
した。

当時、東北へ向かう道路は大変混雑し
ており、北関東道を利用することで渋
滞を回避でき、迅速な救援活動を行う
ことができました。

動
を
支
援

東名高速道路

Ｈ23.3.12～19に北関東道を利用した

緊急車両台数

約2,400台（太田桐生IC～佐野田沼IC）

[内訳]

・自衛隊車両：約１,７００台

・緊急輸送指定車両：約６５０台

・警察車両など：約５０台

※ NEXCO東日本調べ

建設中区間の緊急車両の通行

※派遣された自衛隊員 車両台数は、愛知県内 滋賀県内 滋賀県内

陸上自衛隊第10師団の合計

開通日
H23.3.19

- 23 -
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■ 東日本大震災後の約半年間、沿岸被災地域の支援活動のため、陸上自衛隊岩手

駐屯地から遠野市、釜石市、大槌町に人命救助の部隊派遣や物資輸送を実施

■ 陸上自衛隊岩手駐屯地から遠野市ベースキャンプまでの移動の際、釜石道を利
用することで混雑した一般道を回避し、支援活動が迅速化

■ 東日本大震災時、被災者救命のため、花巻空港にＳＣＵ（広域搬送拠点臨時医
療施設）が設置され、県内外からＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）や医療関係
団体が集結

■ ＤＭＡＴ等が陸路で移動する際には釜石道が利用され、医療活動が効率化

震
災
時
の
人
命

釜
石
自
動
車
道

東
和
～

震災時における自衛隊派遣ルート

震災時の人命救助の支援

滝沢IC 震災当時、遠野運動公園に
自衛隊がベースキャンプを設
営し、支援活動の拠点とし
て利用。

命
救
助
・
医
療
活
動
等

～
花
巻
Ｊ
Ｃ
Ｔ

災害派遣医療チーム（DMAT）の活動

震災時の医療活動の支援

部隊派遣や
物資輸送などに
釜石道を利用

写真：東北地整「震災伝承館HP」
（岩手県建設業協会）

写真：遠野市資料

震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未開通

（平成24年11月25日開通）
震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未開通

（平成24年11月25日開通）
Ｈ14.11.７

開通

等
の
支
援

開通日
H14.11.7

■ ヘリコプターなどで救助された被災者の
重症度によって搬送の順番を検討

■ 自衛隊輸送機や
救急車などで､
県内の病院や全
国各地の空港
SCUへ搬送

写真：「岩手県-東日本大震災の記録より」（岩手県提供）

震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未開通

（平成24年11月25日開通）

釜石道の利用により
被災患者の搬送等、

効率的な医療活動を支援

震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未開通
（平成24年11月25日開通）

Ｈ14.11.７
開通

- 24 -
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■ 東日本大震災による津波は、ＪＲ常磐線や国道６号バイパス付近に到達

■ 津波浸水区域よりも高台を通過する常磐道は、緊急時の「命の道」としての機
能が期待

■ 東日本大震災時には、盛土構造の仙台東部道路へ住民約２３０人が避難、さら
に、盛土は内陸市街地への瓦礫の流入を抑制する防潮堤として機能

■ 常磐道２か所・仙台東部道路１１か所に、高速道路のり面上へ避難可能となる
津波避難階段を設置し、自治体主催の避難訓練で住民への周知を実施命

の
道

常
磐
自
動
車
道
・
仙
台
東

常磐道は津波被害のない高台を通過、被災時の『命の道』に

▼新地ＩＣ付近（A-A断面）の津波到達状況

国道６号

Ｈ=55 0ｍ
海からの高さ

常
磐
道

国
道
6
号

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

国
道
6
号
Ｂ
Ｐ

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

国
道
６
号

常
磐
自
動

浸水区域

Ａ Ａ

【断面図】

国
道
６
号
Ｂ東

部
道
路

▼仙台東部道路上への避難の様子仙台東部道路仙台空港IC上空

写真提供：国土交通省東北地方整備局

仙台空港ＩＣ

仙台東部道路

内
陸

沿
岸

盛土構造が津波の避難場所として機能・震災後は避難階段を設置

Ｈ 55.0ｍ

海岸線からの距離

6.3km

1.7km

仙台市

名取市

岩沼市

亘理町
凡例
浸水域
高速道路

仙
台
東
部
道
路

常
磐
自
動
車
道

※ この地図は、測量法第29条に基づく承認「平24東複、第112号」を得て、国土
地理院発行の５万分の１地形図を複製したものを、一部転載したものである。

線動
車
道

浸水区域

Ｂ
Ｐ

東日本大震災時の経験を踏まえ、高速道路を津波避難場所として活用するため、
常磐道・仙台東部道路あわせて１３箇所に避難階段を設置
▼津波避難階段設置位置 ▼津波避難階段を使用した

避難訓練の様子
仙台市

名取市

岩沼市

亘理町

凡例
浸水域
高速道路
津波避難階段
仙台市‥5箇所
名取市‥3箇所
岩沼市‥3箇所
亘理町‥2箇所

仙
台
東
部
道
路

常
磐
自
動
車
道

▼津波避難階段

※この地図は、国土地理院発行の10万分1浸水範囲概況図13を
一部転載したものである。

※この地図は、国土地理院発行の10万分1浸水範囲概況図13を
一部転載したものである。 - 25 -



（平成27年9月発行）

〒100-8979
東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビルディング（総合受付１５Ｆ）
TEL 03-3506-0111（代表）


